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　この書籍は，自分の死生観や身近な死
の経験について，立ち止まって考えるこ
とがテーマとなっている．そして，様々
な人がそれぞれの死について叙事詩のよ
うに，あるいは自分史のように，または
過去の，あるいは未来の自分への手紙の
ように，それぞれが想う形で綴られてい
る．
　2017 年２月の日本福祉文化学会の特別
講演として，東京大学名誉教授の上野千
鶴子氏が「死にゆく者の自律」という題
目で登壇したことをきっかけとして，本
学会の関東ブロックと関西ブロックで作
られた研究会で行ってきた語り合いや学
び合いから，ブックレットとして個人的
な死への眼差しについてオムニバス形式
で語られている．
　当事者が経験した「死」に関する場面は，
たとえば親や親戚，恋人など身近な人の
死，医療現場での死，書籍から連想され
る死，終活としての自身の死，など多様
な「個人的な」経験が数ぺージの短編と
して 10 数編で構成されている．しかしこ
の多様な死であるにもかかわらず，どの
著者も文末において，受け入れがたい経
験が昇華され，死を享受するような文面
として筆が置かれている．最初は読者や

他者への語りのように文章が始まるのだ
が，最終的には，自分自身への問いのよ
うに文章が終末へと向かうのである．
　そういう意味で，「個人的な」私の死の
経験は，自分自身へのレクイエムのよう
にも思え，読者に不思議な共感や共有が
生まれる．
　さらに本書が特徴的であるのは，「おわ
りに」にある．コロナ前とコロナ禍の現
在の２つの時期にまたがって書かれてい
るのだ．全国・全世界におけるコロナ禍
での死が，これまで以上にさらに緩やか
に隣り合わせとなり，生活に柔らかく浸
透し，「死を想う」ということが日常となっ
て自覚化する社会となった．まさにこの
現象についてあとがきで語っており，そ
のことに気付き，改めて最初から本編を
読み返したいという欲求に駆られた．コ
ロナ禍の現在では，著者たちの死の経験
を別の見方で読み取ることができるので
はないか……と．
　それぞれの著者の死にまつわる経験が
淡々と語られているはずの短編的文章の
数々が，むしろ今の時代に読者個人の心
の中に深く染み込んでゆくという，この
時代だからこそ多くの人に読んで欲しい
１冊であるといえる．
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